
西宮キャンパス

〒663-8204  兵庫県西宮市高松町8-33
TEL：0798-63-5741

●阪急「西宮北口」駅より徒歩約3分
●JR「西宮」駅よりバス約5分あるいは徒歩約13分

〒658-8501　神戸市東灘区岡本8-9-1（iCommons 3階）
【Email】ps@adm.konan-u.ac.jp　【URL】https://www.konan-u.ac.jp/cs/

TEL（078）435-2322（直通） FAX（078）435-2553

岡本キャンパス

〒658-8501 神戸市東灘区岡本8-9-1
TEL：078-431-4341

●阪急「岡本」駅より徒歩約10分
●JR「摂津本山」駅より徒歩約12分

ポートアイランドキャンパス

窓口時間

〒650-0047  神戸市中央区港島南町7-1-20
TEL：078-303-1457

［平日］ 午前9時～午後6時

休務日 土・日・祝日
※ただし、学年暦の変更により、休務日は変わることがあります。

●神戸新交通ポートアイランド線（ポートライナー）
   「計算科学センター」駅より徒歩約4分

ネットワークキャンパス東京

〒100-0005  東京都千代田区丸の内1-7-12　サピアタワー10F
TEL：03-6266-9520

●JR「東京」駅「日本橋口」より徒歩約1分
●在来線「八重洲北口」より徒歩約2分
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甲南大学インターンシップガイド



2024    

48

3年次 4年次

GREETING

社会に向けて、優れた人材を送り出すために。

　甲南大学では、インターンシップを含むキャリア形成支援
プログラムを全学部に導入し、希望する学生に受入企業の紹
介を行っています。本プログラムは、学生が実際に就労を体
験することにより、社会で求められる知識や能力を理解し、
しっかりとした就業意識をもって学業にあたる姿勢を培うこ
とを目的としています。
　2024年度は、48社の企業・団体のご協力を得て、89名の
学生が対面またはオンラインで本プログラムに参加していま
す。本プログラムに積極的に取り組むことで課題発見力や主
体性、発信力や傾聴力といった社会で求められる様々な能力
を身に付けることができます。

　また、実習前には「ビジネスマナー」や「コンプライアンス」
などの事前研修、実習後には、成果発表を兼ねた事後研修を
実施しています。事後研修には受け入れ企業・団体の皆様に
も参加いただき、学生の成果報告に対するアドバイスをいた
だきます。
　本プログラムに参加することは、将来の進路を考えるきっ
かけになります。また、実社会での経験を通じて自分の強み
や弱みを知ることで、大きく成長するチャンスが生まれます。
3年生はもちろん、1・2年生も積極的に参加してください。

　甲南大学では、学生が自らの個性や適性を把握して主体的
にキャリアを形成し、自身に適合した仕事・職業を選択できる
よう導くとともに、社会で必要とされる専門能力の向上につな
がる環境を整えています。
　1年次を「自己発見段階（なりたい自分を探す）」、2年次を
「進路選択段階（自分を高める）」、3年次を「進路活動準備段階
（自ら動く）」、そして4年次を「進路決定段階（社会へ漕ぎ出
す）」と位置づけ、4年間での完成を意図したトータル支援

プログラムを実施しています。
　また、国家資格キャリアコンサルタント有資格者による個別
相談、在学中に就業を体験するキャリア形成支援プログラム、
資格取得支援講座、社会で活躍する卒業生による全面的な
バックアップ体制、さらに首都圏での就職を支援する「ネット
ワークキャンパス東京」でのサービスなどを通じて、学生一人ひ
とりをサポートする体制を構築しています。

キャリアセンター所長からのごあいさつ 参加者数・受入先企業数（5年間推移）

CAREER DESIGN

2年次

自己発見

これからの4年間を目的
意識を持って送るために、
「将来の自分はどうなりた
いか」というビジョンを描
いて学生生活の計画を立
てます。

進路選択

自分が関心のある進路を
見つけたら、「どのような
知識や能力が必要なの
か」を知り、身につける努
力をします。

進路活動準備

自分に適した進路を選択
し、その業界の研究を具
体的に始めます。キャリア
形成支援プログラムやガ
イダンスの活用が大きな
ポイントとなります。

進路決定

企業訪問や採用試験、面
接など、具体的な就職活
動の日々が始まります。納
得のいく進路が決定する
までキャリアセンターが徹
底的にサポートします。
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参加者数 受入先企業数

2020 2021 2022 2023 2020 2021

文学部

100

80

60

40

20

0

理工学部
経済学部 法学部 経営学部

知能情報学部マネジメント創造学部
フロンティアサイエンス学部 大学院生

2022 2023

33

47
39

51

2024年度プログラム参加者数は、文学部21名、経済学部14名、法学部26名、経営学部8名、マネジメント創造学部12名、
理工学部2名、知能情報学部5名、フロンティアサイエンス学部1名の合計89名。

INTERNSHIP GUIDE ����

キャリアセンター所長

藤田　順也（経営学部　教授）

1年次

INTERNSHIP GUIDE ������

製造業

卸売・小売業

銀行・証券 ･ 保険業

公務 ･ 非営利団体

教育・サービス業

株式会社たけでん
株式会社日興商会
株式会社ハヤシゴ
株式会社富士インダストリーズ
株式会社ホンダモビリティ近畿
株式会社マルハチ

加藤産業株式会社
神戸トヨペット株式会社
株式会社三陽商会

エム・シーシー食品株式会社
金井ホールディングス株式会社
株式会社濱本ジェネラルコーポレーション

建設・不動産業

株式会社大林組
住商アーバン開発株式会社
株式会社福屋不動産販売

協和テクノロジィズ株式会社
株式会社クラックスシステム
ナビオコンピュータ株式会社
株式会社ニッセイコム
リコージャパン株式会社

いちよし証券株式会社
SMBC日興証券株式会社
但陽信用金庫
日新信用金庫
播州信用金庫

姶良市役所
あわら市役所
大阪矯正管区 
大阪府庁
加古川市役所
鹿児島県庁
倉敷市役所
高知県庁
神戸市東灘区役所
高砂市役所
鳥取県警察
阪神水道企業団
兵庫県警察
兵庫県庁

兵庫六甲農業協同組合
株式会社リキプロジェクト

ANAインターコンチネンタル石垣リゾート
株式会社アーリア
インターコンチネンタルホテル大阪
税理士法人カオス
株式会社サーベイリサーチセンター
株式会社Dreamin
株式会社パソナグループ

運輸・通信業

53

94
73 79

2024

89

甲南大学のキャリアデザイン プログラムにご協力いただいた企業・団体名（50音順）

社会で活躍する人材を育てるキャリア形成支援プログラム。
受入企業様・学生ともに有意義な体験になることを目指しています。

1年次から4年次まで体系だてて質を高めていくキャリアデザイン



STUDENT VOICE

学生体験談

ナー研修と企業研究が行われ、4日目には営業同行で実際の営業
現場を体験しました。最終日の5日目は営業同行の振り返りと成果
発表が行われました。
　この5日間を通じて、私は営業職に必要なスキルや向いている人
物像を学ぶことができ、「営業職をやりたい！」という思いが強まり
ました。参加前は「営業職＝話し上手」と考えていましたが、営業同
行を通じて、「話すこと」よりも「聞くこと」の重要性に気づきました。
商談の場においては顧客のニーズを引き出すことが大切であり、そ
のためには顧客との信頼関係を築くことが重要だと実感しました。
雑談を交えて相手の人柄を知り、日々の準備を怠らず、相手のため
に真摯に努力できる人が営業職には向いていると気づくことがで
きました。プログラムを通して、人と話すことや聞くことが好きだと
いう自身の特性を再確認でき、今後は単に文系だから営業職を目
指すのではなく、営業職に対する強い意欲を持ち、就職活動を進め
ていきたいと思います。
　最初は就職活動に対して不安も感じていましたが、プログラム
先の社員の方や営業同行で訪問した先の方々が、質問をするとと
ても丁寧に答えてくださりました。この経験がきっかけで、以降の就
職活動では人事の方 と々も積極的にコミュニケーションを取り、よ
り多くの情報を得て就職活動に活かそうと前向きに挑むことがで
きるようになりました。
　就職活動は決して容易ではなく、悩むことも多いですが、インター
ンシップ等のキャリア形成支援プログラムに参加できるのは就活生
の特権です。自分自身と向き合い、自分の魅力を最大限に発揮でき
るように、最後まで諦めずに前向きに取り組みます。5日間で多くの
気づきを与え、就職活動に対して前向きに考えられるようにして
くださったリコージャパンの方には感謝の気持ちでいっぱいです。
貴重な経験をさせていただき、本当にありがとうございました。

　多くの企業と関われる営業同行が含まれていたこと、そして就
職活動を始めるきっかけを作りたいという思いから、本プログラ
ムに参加しました。
　1日目は会社説明や事業所見学、職種理解ワークを通じて仕
事の流れを学び、2日目には大型印刷機器やカスタマーエンジニ
ア職体験を通じて実際の業務に触れました。3日目はビジネスマ

業務を体験、4日目にはプレゼンテーション講座や業界研究を行
い、最終日の5日目には学びの集大成としてプレゼンテーションをし
ました。
　特に印象的だったのは2日目の神戸営業所での営業同行です。
この体験を通じて、営業職のリアルな一面に触れることができました。
同行した営業活動は「ルート営業」と呼ばれるもので、既存顧客を
対象に商品の不具合確認や契約更新、追加契約の提案を行うもの
でした。また、取引先との信頼関係を維持・強化するためのアフター
フォローも行われており、営業職の重要な役割を深く理解する機会
となりました。特に、実際の商談に同席できた経験は非常に貴重で、
他のインターンではなかなか得られない学びでした。この経験を通
じて、将来のビジョンをより明確に描くことができました。さらに、自
己成長を強く実感できたのが4日目に実施されたプレゼンテーショ
ン講座です。会社の方から実践的なプレゼンテーションスキルを学
び、それを最終日のプレゼンテーションに活かすことができました。
その結果、事後研修において優秀賞を受賞することができ、学びの
成果が目に見える形で評価されたことは大きな自信となりました。
　今回のプログラムは、「就職活動を何から始めたら良いかわか
らない」「就職活動に不安がある」という学生にとって最適な内容
です。沢山の体験を通じて、就職活動の基礎力を身につけるだけ
でなく、自分自身の成長を実感できるものとなりました。就職活動
のスタートダッシュを切りたい方にぜひおすすめしたいプログラ
ムです。

　就職活動の良いスタートを切りたいという思いから本プログ
ラムに参加しました。
　プログラムは全5日間で構成されており、初日の大阪本社では
企業説明や自己分析をしました。自己分析では、自分の強み、課
題を掘り下げる機会になり、就職活動の基礎力を養うことができ
ました。2日目と3日目は神戸営業所と大阪本社にて実際の営業

リコージャパン株式会社

マネジメント創造学部  　3年  

小森田 佳子 さん

受入先企業

経済学部 　3年  

田浦 陸翔 さん

❶ 

❷ 

❸ 

❹ 

❺

今回のプログラムを通して社会人になる意識がつき、責任感や報告の大切さが
身についた。今後はその意識をより強くもち、今よりもしっかりしていきたい。  
プログラムで得た企業についての知識を、今後の業界研究に活かしたいと思
います。適性検査からは自分に向いている職種を知ることができたので、今後
はその職種も視野に入れていきたいと思います。   
IT業界の知識だけではなく、自分がどんな会社で働きたいのか、どんな社会人
になりたいのかを明確にすることができました。今回学んだスキルを大学での
研究そして就職活動への自信にしたいと思います。    
今後の就職活動、また学校生活においては、この5日間で社員の方から学んだ
人とのコミュニケーションの取り方や、アイコンタクトの大切さ、また一人ひと
りの気持ちを考えて行動することの大切さなど、活かしていこうと思いました。
そして、グループワークなどする機会があれば、積極的に、かつ、目立つだけで
はなく相手の意見を尊重したり周りをよく見て、まとめていけるような人材に
なりたいなと思いました。      
文字や写真などで仕事を想像して理解するのではなく、プログラムという形
で、実際にいまその現場でご活躍されている方から業務内容などのお話を伺
い、実際に業務体験をさせていただけたことは自分自身にとってとても有意義
な時間でした。また、警察官を目指している学生と出会えたことにより、同じ目
標に向かって進む仲間ができた気持ちです。プログラムでの学びを胸にモチ
ベーションを高く努力していくつもりです。 

❶ 

❷ 

❸ 

❹ 

❺

短期間のプログラムでは経験することのできない様々な業務を体験させていた
だきました。5日間を通して多くの営業社員の方とコミュニケーションをとらせて
いただき、会社や業界について深い理解を得ることができました。   
営業に同行させていただき、社員の方の働く姿を直接見れたことで、業務内
容を理解でき、働くイメージをより持つことができたからです。また、社員の
方とお話をする機会が多くあったため、質問も積極的にでき、聞きたいこと
は全て聞くことができました。プログラムでは就業先に対する企業理解だけ
でなく、就活をする上での基礎的な知識なども講座を通して理解すること
ができました。また、何よりも社員の方々に本当に良くしていただき、不安を
感じることが一切なく安心して参加することができました。   
9日間にわたり、様々な業務を経験させていただきました。また、多くの職員
の方が熱心に指導してくださり、業務に関する知識を得ることはもちろん、
仕事に対する考え方などを学ぶことができました。   
プログラムでしか得られない貴重な体験が多く、自分自身の視野が広がり、
将来の目標が明確になりました。    
興味があった業界のプログラムに参加することができ、業界研究や他社と
の比較もできた。

❶ 

❷ 

❸ 

5日間のプログラムで貴重な経験をさせていただき、本当にありがとうござい
ました。就業先の会社には元々非常に興味があったのですが、プログラムを
通して、「さらにここで働きたい」、「このような先輩方の下で働きたい」という
思いが強まり、今後の選考においても頑張ろうと思う活力にもなりました。
心の底から素敵な人ばかりの会社にプログラム参加の機会をいただき、あり
がとうございました。今後の就職活動に前向きな気持ちで取り組めるきっか
けにもなる5日間でした。
何かわからないことがあった時に、キャリアセンターの職員の方がすぐにサ
ポートしてくれたので非常に助かりました。    
プログラムはとても貴重な体験でした。自分の将来像をイメージすることが
できたので、とても良いプログラムになりました。

「たいへん良かった」「良かった」理由

プログラムの経験を今後にどう生かしていこうと
思いますか？

「プログラム前に習っておきたかった」と
いうことはありましたか？（複数回答可）

その他、プログラム全体について何か感想があれば
ご記入ください。

プログラムに参加してよかったですか？

プログラムで得た成果はどのようなものですか？
（複数回答可）

44名

15名

1名

たいへん良かった

良かった

あまり良くなかった

����

QUESTIONNAIRE RESULTS

プログラム参加学生　アンケート集計

株式会社たけでん

受入先企業

45名

40名33名

20名

17名
15名

職業意識の形成

職業適性の確認

人脈の拡大

大学での
学習意欲の向上

専攻・学習分野での知識の向上

責任感・自立心の向上

プログラムを通じて将来のビジョンを
より明確に描くことができました

Q1 Q4

Q5

Q6

Q2

Q3

受入先企業を選択した理由（複数回答可）
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就職活動に対して
前向きに考えられるようになった

14名 45名

7名

21名

9名

18名

カリキュラムの内容が魅力的だった

日程が自分の
都合にあった

地元企業

プログラム実施期間

知名度のある企業
就職希望の企業・業界

会社での仕事の流れ

パソコンの基本操作

21名

22名

20名

19名

14名

12名
業界についての情報

企業についての情報

ビジネスマナービジネスマナー

敬語の使い方



　実社会で就業体験を行うプログラムは、学生が社会で求
められる知識や能力を理解し、しっかりとした職業観・就労
意識を培う上で大きな効果があるため、次世代を担う有為
な人材育成の手段として注目されています。甲南大学では
本プログラムを教育の一環とし、単位認定の対象科目とし
て実施しており、１年次から参加を奨励しています。
　プログラムに参加する学生は、業界・企業研究を行った
上で参加申込書を作成し、選考を受けます。選考では、自己
ＰＲや志望動機を通して業界への関心の高さや意欲を確認

します。また、コンプライアンスやビジネスマナー講座などの
事前研修で社会常識や予備知識を学んだ上でプログラム
に臨みます。
　9月に行う事後研修では、自らの体験を振り返るグループ
ディスカッションを通して就業体験で得た知識や学びを共
有します。企業・団体のご担当者様にもグループディスカッ
ションや成果発表の様子を見学いただき、フィードバックを
いただきます。

スケジュール

甲南大学独自の研修内容

参加概要

参加学生は、事前にビジネスマナー講座など、所定の研修を受けて各企業・団体様の
プログラムに参加します。研修内容の一部を紹介します。

大まかな流れ

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
含
む
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
心
の
あ
る
学
生
対
象
。

全
体
の
流
れ
や
受
入
企
業
に
つ
い
て
の
説
明
。

ガイダンス

4・5月 8・9月6月 7月 9月

評価のフィードバック・事後研修共有マッチング選考 就業体験実施・学び

期間

事前研修 ❶働く心構え　  ❷コンプライアンス　  ❸ビジネスマナー ●情報交換　●グループディスカッション　●成果発表研修

学
　
生 （
1
年
次
〜
）

大
　
学

学
生
に
募
集
要
項
を

公
開

学
研
災
付
帯

賠
償
責
任
保
険
加
入

参
加
申
込
書
の
受
付

業
界・企
業
研
究

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ・キ
ャ
リ
ア
実
習
ガ
イ
ダ
ン
ス

（
4
月
下
旬
）

ビ
ジ
ネ
ス
社
会
の
常
識・コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス・指
示
の
受
け
方
、

報
告
、連
絡
、相
談
の
必
要
性
な
ど
の
ス
キ
ル
や
姿
勢
を
習
得
。

前
期
末
試
験

事
前
研
修 【
❶
心
構
え 

❷
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
】

挨
拶
の
仕
方
や
電
話
応
対
な
ど
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の
習
得

事
前
研
修 【
❸
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
】

本
学
や
企
業
に
お
い
て
選
考
を
実
施
。

選
考

参
加
学
生
の
決
定

就
業
体
験

受
入
先
企
業
は
、キ
ャ
リ
ア
セ

ン
タ
ー
か
ら
紹
介
を
受
け
る
か
、

W
e
b
な
ど
を
利
用
し
て
自
分

で
探
す
こ
と
も
可
能
。

参
加
申
込
書
の

作
成・申
込

希
望
す
る
企
業
を
決
め
て
参

加
申
込
書（
本
学
・
企
業
所
定

の
様
式
）を
作
成
。

受
入
企
業
研
究

期
間
中
は
日
報
を
、終
了
後
に
は
報
告
書
を
作
成
。

事
前
研
修

【
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
】

社
会
人
と
し
て
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

法
律
や
企
業
倫
理
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

社
会
人
と
し
て
必
要
な
マ
ナ
ー（
言
葉
遣
い
、

電
話
の
掛
け
方
、お
辞
儀
の
仕
方
な
ど
）を
、

専
門
家
の
指
導
の
も
と
に
学
び
ま
す
。

参
加
学
生
が
、グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通

し
て
知
識
や
学
び
を
共
有
し
ま
す
。企
業
・
団
体

様
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
、ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

事
前
研
修

【
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
講
座
】

事
後
研
修

【
報
告
会
】

2025年8月1日（金）～9月21日（日）
夏期休業期間に1～2週間程度

申込 参加申込書の提出が必要です。詳細は4月下旬に実施
する「インターンシップ・キャリア実習ガイダンス」で
お知らせします。

選考 申込書類をもとに選考を実施します。
選考は本学または企業で実施します。

保険 参加学生は「学研災付帯賠償責任保険」に加入します。

単位
単位認定については、学部、学年により取り扱いが異な
ります。希望する学生は、履修要項・シラバスを事前に
よく確認してから申請してください。

STUDENT 
VOICE

STUDENT 
VOICE

����

SCHEDULE

プログラムの流れとスケジュール

グループディスカッション 成果発表

意外な所でコンプライアンス
違反になるという事を知れた
ので良かったです。

大変充実した時間を過ごせました。
今回のプログラムだけでなく、これ
から先も役立つことが学べました。

悪意が無くても、気づかないう
ちに情報漏洩してしまう可能性
があることを知ったので、より
注意深くなろうと思いました。

STUDENT 
VOICE

しっかり復習して身につけ、
プログラムに参加しようと思います。

他企業での経験を知れたこと、そこ
から発展させたグループワークで
自分の成長につながると思えた。

企業の方からのフィードバック
が参考になりました。

事後研修
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ガイダンスから事前・事後研修までトータルにコーディネート


